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有 道 会 綱 領
一、宗憲の精神に則り、愛宗護法、
両大本山、特に祖山護持の道念
にもとづき、宗団の和合と興隆に
尽瘁する。

二、広く宗門人の与望に応え、宗政
の刷新、進展に邁進する。

三、常に本宗の使命達成のため、そ
の発揚具現に挺身する。

2 0 2 1 . 1� NO.99

　
令
和
三
年
の
年
頭
に
当
た

り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
、
両
大
本
山
の
ご
隆

昌
、
曹
洞
宗
全
国
寺
院
の
興
隆

と
会
員
諸
老
師
の
旧
年
に
倍
し

て
、
万
福
多
幸
を
心
よ
り
念
じ

上
げ
ま
す
。

　
会
員
各
位
に
は
平
素
よ
り
有

道
会
の
種
々
諸
施
策
に
対
し
て

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
、
本
年

も
変
わ
ら
ぬ
ご
法
愛
を
賜
り
ま

す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
二
月
頃
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
震
撼
さ

せ
、
日
本
も
全
国
各
地
で
毎
日

多
く
の
感
染
者
数
が
報
じ
ら

れ
、
未
だ
終
息
の
目
途
が
立
た

な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
会

員
各
位
に
於
か
れ
ま
し
て
も
、

感
染
拡
大
防
止
に
最
大
限
注
意

を
払
っ
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
大
本
山
永
平
寺
貫
首

第
七
十
九
世
福
山
諦
法
禅
師
猊

下
が
昨
年
九
月
二
十
九
日
に
十

二
年
間
お
守
り
頂
い
た
猊
座
を

退
董
さ
れ
、
そ
の
後
宗
制
の
定

め
に
よ
り
副
貫
首
南
澤
道
人
老

師
が
、
第
八
十
世
と
し
て
猊
座

に
登
ら
れ
た
こ
と
は
前
会
報
に

て
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、

本
年
四
月
二
日
に
晋
山
式
が
挙

行
さ
れ
る
と
の
事
で
あ
り
ま

す
。

　
こ
こ
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
、

新
不
老
閣
大
禅
師
猊
下
に
於
か

れ
ま
し
て
は
御
法
体
堅
固
に
て

宗
務
及
び
山
務
の
ご
総
覧
、
四

衆
ご
接
化
に
ご
高
導
賜
り
ま
す

よ
う
会
員
一
同
心
よ
り
冀
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
鬼
生
田
内
局
も
後
半
の
二
年

に
入
り
、
我
が
会
派
推
薦
の
新

部
長
も
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

日
々
業
務
に
励
ん
で
お
り
ま

す
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響

と
は
い
え
、
有
道
会
三
政
策
専

門
部
会
を
開
催
す
る
事
が
適
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
執
行
部
会
に

於
い
て
も
ウ
ェ
ブ
会
議
を
主
と

せ
ざ
る
を
得
ず
、
顔
を
合
わ
せ

て
の
会
議
は
わ
ず
か
の
開
催
に

留
ま
り
、
も
ど
か
し
い
限
り
で

あ
り
ま
し
た
。

　
感
染
症
終
息
の
目
途
が
立
た

な
い
こ
と
か
ら
、
専
門
部
会
の

ウ
ェ
ブ
で
の
開
催
も
視
野
に
入

れ
、
そ
の
方
途
を
検
討
致
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
十
月
三
十
一
日

付
け
に
て
新
し
い
専
門
僧
堂
設

置
基
準
の
も
と
、
各
申
請
専
門

僧
堂
に
対
し
て
認
可
の
可
否
が

決
定
さ
れ
ま
す
。
私
は
、
総
長

就
任
時
か
ら
申
し
て
お
り
ま
す

「
僧
堂
の
隆
替
は
曹
洞
宗
の
盛

衰
に
繋
が
る
」
と
い
う
思
い
を

今
も
強
く
抱
い
て
お
り
、
認
可

後
の
更
な
る
掛
搭
僧
行
履
・
僧

堂
の
指
導
者
に
対
す
る
支
援

等
、
充
実
し
た
魅
力
の
あ
る
修

行
が
出
来
る
環
境
作
り
を
推
し

進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
有
道
会
内
に
専
門
部
会

を
設
け
検
討
し
て
行
く
所
存
で

す
。

　
加
え
て
、
現
内
局
が
進
め
て

お
り
ま
す
宗
制
改
革
に
関
し
て

も
有
道
会
の
三
政
策
専
門
部
会

に
て
研
究
を
重
ね
、
し
っ
か
り

と
し
た
提
案
を
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
年
々
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る

宗
教
界
で
あ
り
ま
す
が
、
僧
堂

振
興
や
宗
制
改
革
、
過
疎
化
対

策
、
更
に
は
宗
門
寺
院
の
活
性

化
に
有
道
会
議
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
何
卒
諸
老
師
の
ご
指
導
と
ご

𠮟
正
を
お
願
い
致
し
ま
す
と
共

に
、
皆
々
様
の
安
寧
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（1）「ともに願い　ともに寄り添い　ともに歩む」 有 道 会 会 報 令和3年 1月 1日 NO.99

代
と
な
り
、
良
く
も
悪
く
も

そ
の
影
響
は
免
れ
な
い
こ
と

で
す
。

　

宗
議
会
議
員
の
皆
様
に
は

宗
門
の
選
良
と
し
て
直
接
宗

政
に
参
画
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
も

後
援
者
と
し
て
共
に
心
を
注

い
で
問
題
に
当
り
手
を
携
え

て
頂
い
て
居
る
事
を
有
難
く

存
じ
ま
す
。

　

修
証
義
に
「
日
日
の
行
持

其
の
報
謝
の
正
道
な
る
べ

し
」
と
示
さ
れ
て
居
り
ま

す
、
お
互
い
に
当
面
す
る
問

題
に
立
ち
向
か
っ
て
共
に
力

を
励
ま
し
努
め
て
行
く
こ
と

も
日
々
の
行
持
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　

ど
う
ぞ
今
年
も
御
健
康
に

留
意
さ
れ
て
有
道
会
の
為
、

本
山
、
宗
門
の
為
、
そ
し
て

す
べ
て
は
社
会
の
人
々
の
為

に
手
を
つ
な
い
で
努
め
て
頂

き
た
い
も
の
で
す
。

合
掌

　

新
年
を
迎
え
有
道
会
皆
様

の
御
多
祥
と
新
型
感
染
症
の

一
日
も
早
い
終
息
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

　

昨
年
、
福
山
諦
法
不
老
閣

猊
下
の
御
退
董
の
止
む
無
き

に
よ
り
、
不
肖
本
山
八
十
世

の
貫
首
を
拝
命
し
、
数
え
九

十
五
歳
の
老
残
の
身
を
さ
ら

す
こ
と
を
申
し
訳
な
く
存
じ

ま
す
。

　

現
今
は
國
の
内
外
を
問
わ

ず
大
き
な
課
題
が
茶
の
間
に

居
る
人
々
に
も
直
面
す
る
時

大
本
山
永
平
寺
第
八
十
世

南
澤

道
人
　
大
禅
師
猊
下

令
和
三
年
元
旦
口
宣

令
和
淑
気
尽
二
乾
坤
一

五
色
祥
雲
入
二
此
門
一

以
レ
道
相
親
風
月
友

扶
二
持
大
法
一
養
二
信
根
一

有
道
会
会
長

釜
田
　
隆
文



　

同	

松
浦　

徹
應

　

同	

金
岡　

潔
宗

　

同	

國
安　

大
智

　

同	

木
村　

光
俊

　

同	

河
村　

康
秀

管
区
選
出
幹
事	

田
中　

機
一

　

同	

髙
田　

光
壽

　

同	

佐
藤　

善
亮

　

同	

佐
藤　

好
輝

　

同	

佐
藤　

徹
亮

　

同	

補
陀　

寛
之

　

同	

翁　
　

泰
仙

　

同	

用
元　

一
雄

　

同	

吉
廣　

泰
英

　

同	

吉
谷　

大
憲

　

同	

齋
藤　

賢
隆

　

同	

東　
　

孝
二

　

同	

中
野　

裕
道

　

同	

内
藤　

卓
洲

　

同	

高
梨　

英
文

　

同	

玉
木　

知
顕

　

同	

小
泉　

裕
道

　

同	

太
田　

広
康

青
壮
年
部
選
出
幹
事	

米
澤　

智
秀

　

同	

佐
藤　

誠
峰

　

同	

田
中　

省
吾

副
議
長

	
	

村
松　

延
行

内
　
局

	

財
政
部
長	

服
部　

秀
世

	

教
学
部
長	

小
林　

孝
道

	

教
化
部
長	

浅
川　

信
隆

	

出
版
部
長	

藤
間　

良
信

	

事
業
部
長	

来
馬　

宗
憲

会　

長	

釜
田　

隆
文

顧　

問

	

曹
洞
宗
参
議

	
	

熊
谷　

紘
全

	

大
本
山
永
平
寺
監
院

	
	

小
林　

昌
道

	

大
本
山
永
平
寺
東
京
別
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監
院

	
	

　
　

岡
田　

宏
史

	

大
本
山
永
平
寺
名
古
屋
別
院
監
院

	
	

　
　

新
美　

忍
雄

常
任
顧
問	

　
　

石
川　

順
之

	

同	

小
島　

𣳾
道

	

同	

砂
越　

隆
侃

副
会
長	

横
井　

真
之

	

同	

神
野　

哲
州

	

同	

平
井　

正
道

幹
事
長	

圓
通　

良
樹

副
幹
事
長	

結
城　

俊
道

	

同	

戸
田　

光
隆

	

同	

池
田　

大
智

監　

事	

松
原　

道
一

	

同	

渡
部　

卓
史

庶
務
幹
事	

押
川　

伸
生

	

同	

小
島　

宗
彦

会
計
幹
事	

阿
部　

光
裕

	

同	

武
山　

正
廣

幹　

事	

喜
美
候
部
謙
史

　

同	

金
子　

清
学

　

同	

髙
橋　

英
寛

　

同	

吉
村　

明
仁

　

同	

増
坂　

澄
俊

　

同	

鈴
木　

祐
孝

　

同	

川
村　

能
人

　

同	

松
本　

宏
思

有
道
会
役
員
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（2）有 道 会 会 報 令和3年 1月 1日 NO.99

ご
挨
拶

大
本
山
永
平
寺

監
院
　
小
林 

昌
道

　

令
和
三
年
辛
丑
の
新
春
を

寿
ぐ
と
共
に
有
道
会
会
員
皆

様
の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

昨
年
、
祖
山
に
お
い
て
は

第
七
十
九
世
貫
首
福
山
諦
法

猊
下
が
ご
退
董
、
即
日
第
八

十
世
貫
首
南
澤
道
人
猊
下
が

晋
住
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
四

月
に
は
南
澤
新
猊
下
の
晋
山

式
修
行
を
予
定
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
何
卒
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
倍
旧
の
御
法
愛

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
令
和
二
年
は

世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
大
流
行
に

よ
っ
て
人
々
の
生
活
様
式
は

一
変
し
、
現
在
に
至
っ
て
も

そ
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で

す
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
歴
史
家

ウ
オ
ル
タ
ー
・
シ
ャ
イ
デ
ル

氏
の
著
書
『
暴
力
と
不
平
等

の
人
類
史　

戦
争
・
革
命
・

崩
壊
・
疫
病
』
に
よ
れ
ば
、

人
々
を
平
等
に
す
る
要
因
と

し
て
戦
争
と
革
命
と
国
家
の

崩
壊
そ
し
て
疫
病
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
回
の

感
染
症
大
流
行
に
よ
り
多
く

の
人
々
が
影
響
を
受
け
て
社

会
構
造
が
変
化
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

実
際
に
感
染
症
に
よ
っ
て

人
と
人
と
が
直
接
会
う
こ
と

が
制
限
さ
れ
分
断
が
進
み
、

互
い
へ
の
不
信
を
生
み
、
そ

の
隙
間
を
埋
め
る
為
に
科
学

技
術
に
頼
る
と
い
う
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
傾
向
は

し
ば
ら
く
続
く
こ
と
で
し
ょ

う
し
人
類
の
危
機
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
学
者
の
ユ
ヴ
ァ
ル
・

ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
氏
は
こ
の
困

難
な
状
況
を
「
感
染
症
の
大

流
行
が
人
間
の
間
の
不
和
と

不
信
を
募
ら
せ
る
な
ら
、
そ

れ
は
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
と
っ

て
最
大
の
勝
利
と
な
る
だ
ろ

う
。
対
照
的
に
、
も
し
こ
の

大
流
行
か
ら
よ
り
緊
密
な
国

際
協
力
が
生
じ
れ
ば
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

勝
利
だ
け
で
は
な
く
、
将
来

現
れ
る
あ
ら
ゆ
る
病
原
体
に

対
し
て
の
勝
利
と
も
な
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

私
共
宗
教
者
も
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
か
。

　

仏
教
に
は
サ
ン
ガ
・
僧
伽

の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
今
の

時
期
に
信
頼
に
足
る
良
き
集

団
を
ど
う
為
す
べ
き
で
あ
る

の
か
を
問
い
直
す
必
要
に
迫

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

全
宗
門
皆
様
の
ご
教
導
を

お
願
い
し
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
後
記

　

Ｔ
Ｖ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
恐
怖
を
煽
っ
た
。

　

声
高
に
恐
怖
を
煽
っ
た
番
組

が
高
視
聴
率
を
取
っ
た
。

　

そ
こ
で
各
局
は
連
日
、
感
染

症
の
恐
怖
を
強
調
し
、
時
に
は

捏
造
ま
で
し
報
道
し
た
。

　

そ
し
て
、
国
民
は
コ
ロ
ナ
禍

を
怖
れ
る
マ
イ
ン
ド
に
強
く
支

配
さ
れ
、
少
な
か
ら
ず
異
様
な

ま
で
の
同
調
圧
力
も
生
ん
だ
。

　

春
の
お
彼
岸
頃
、8
割
「
密
」

を
減
ら
さ
な
い
と
40
万
人
以
上

の
国
民
が
死
亡
す
る
と
報
道
し

た
。

　

お
盆
の
頃
は
、
こ
の
ま
ま
だ

と
2
週
間
後
に
は
、
ミ
ラ
ノ
．

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
目
を

覆
う
よ
う
な
惨
憺
た
る
状
況
に

な
る
と
主
張
す
る
学
者
を
登
場

さ
せ
、
自
粛
を
促
し
た
。

　

結
果
、
寺
院
経
営
も
少
な
か

ら
ず
影
響
を
蒙
っ
た
。
更
に
ボ

デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い

て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
い
や
、
し
か
し
、

現
在
ま
で
コ
ロ
ナ
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
総
数
は
、
1
年
間
に

餅
（
な
ど
）
を
喉
に
詰
め
て
亡

く
な
ら
れ
る
方
の
数
よ
り
少
な

く
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
平
均

年
齢
は
日
本
の
平
均
寿
命
と
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
い
ら
し
い
。
確
か

40
歳
以
下
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

は
ま
だ
8
人
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
我
々
は
、
今
冬
、

例
年
の
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
季
節
性
の
流
行
に
よ
る
重

症
者
・
死
者
数
と
さ
ほ
ど
変
わ

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
コ
ロ

ナ
の
季
節
性
の
流
行
の
猛
威
を

怖
れ
て
年
末
も
お
正
月
も
自
粛

す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
風
潮
に
道
元
禅
師
な
ら

ど
の
よ
う
に
お
答
え
に
な
る

か
、
と
考
え
る
。

　
「
如
何
な
る
か
コ
ロ
ナ
？
」	

道
元
禅
師
曰
く
「
呑
却
し
去
ら

ん
」

　

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
も
し
も
そ

の
返
答
だ
っ
た
ら
、
他
の
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
に
窘
め
ら
れ
た
り

キ
ャ
ス
タ
ー
に
叱
責
さ
れ
る
ん

だ
ろ
う
な
あ
。

　

不
謹
慎
に
も
、
そ
ん
な
風
に

考
え
て
い
る
私
は
、
諸
大
徳
よ

り
の
お
叱
り
を
免
れ
な
い
の
で

あ
ろ
う
。	

（
Ｍ
）
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